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10月号 目　次

町の位置（役場） 北緯 34度51分　東経 135度51分　海抜 118メートル
町の面積　　 58.26平方キロメートル
人のうごき　　人口 9,946人（+2）　男 4,933人（－1）　女 5,013人（+3）
　　　　　　　　　出生 5人　 死亡 11人　 転入 26人　 転出 18人
　　　　　　　　　世帯数 3,448世帯（+1）
　　　　　　　　　※平成23年９月１日現在の数値。　（　）内は前月との比較。

ともに創るまちづくり推進協議会設立記念協働サロン
協働のまちづくり いよいよ実践のときです…Ｐ２
９月補正予算／＂経費ゼロ＂で住民サービス向上へ ほか…Ｐ３
茶の里伝言板 …………………Ｐ４･５･６
合同行政・人権相談所開設／子育て支援医療費助成 受給
者証の更新手続きはお済みですか？／社協通信／ご意見
箱コーナー／台風12号被災者支援募金10月末まで受付
／食改の窓／社協通信／子育て通信／１人でも多くの登
録を 10月は骨髄バンク推進月間　ほか

今月の案内欄 …………Ｐ７･８･９･10
第26回国民文化祭京都2011 永谷宗圓「茶」俳句賞 入賞
作品決定／どんぐりの森づくり参加者募集／町制施行
55周年記念事業「宇治田原ものしり検定」受験者募集／
第13回お茶の里ロードレース／省エネでおいしく食べる
調理術を学びませんか／三ノ宮コンサート／生涯学習
フェスティバル 文化祭2011／第26回国民文化祭京都
2011本町主催事業／モニター通信／　ほか

宇治田原町が誕生して55年
　ともに祝う記念日 式典10月15日（土）
　　　　　　　　　　　　　　　　　午前９時30分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　総合文化センターで

　昭和31年９月30日、田原村と
宇治田原村が合併し『宇治田原町』
が誕生しました。これまで、多く
の困難がありましたが、先人の不
屈の精神、地域住民の不断の努力
により発展の礎が築かれました。
人と人との＂絆＂をより強いものと
し、互いに支えあう協働のまちづ
くりを進めていきます。

人と未来の絆を紡
つむ

ぐ

式
典
内
容

●
第
１
部 

式
典
「
表
彰
状
並

び
に
感
謝
状
贈
呈
」
ほ
か

●
第
２
部 

記
念
講
演
『
山
城

茶
の
輸
出
と
宇
治
田
原
～
新

発
見
の
史
料
か
ら
～
』
奈
良

女
子
大
学 

島
津
良
子
氏

※
記
念
講
演
は
ど
な
た
で
も
ご

来
場
い
た
だ
け
ま
す
。

　

表
彰
者
並
び
に
感
謝
状
の
贈

呈
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順

不
同
・
敬
称
略
）

上
野
嘉
大
・
谷
口
勝
幸

■問
総
務
課（
☎
８
８-

６
６
３
１
）

堀
口
ミ
ツ
ヱ
・
北
野
ハ
シ
・
谷

口
龍
・
黒
川
よ
ね
・
森
本
勝
枝
・

中
田
サ
ダ
・
光
嶋
四
女
・
宮
本

シ
ヅ
・
山
本
義
雄
・
本
政
竹
野
・

辻
井
リ
ヨ
子
・
下
岡
テ
ル
・
奥

村
ウ
メ
ノ
・
今
西
美
代
・
西
出

ト
ミ
ノ
・
谷
口
作
治
・
黒
川
カ

ヅ
ヱ
・
中
田
み
子
・
新
井
キ
ヌ

ヱ
・
中
内
シ
メ
・
中

冨
美
子
・

奥
谷
武
一
・
藤
田
榮
・
山
中
フ

サ
ヱ
・
髙
木
フ
ク
ヱ
・
田
和
フ
ミ
・

塚
谷
ま
つ
ゑ
・
西
川
イ
ワ
・
上

野
ハ
ル
ヱ
・
吉
岡
季
・
福
井
イ

サ
・
木
原

ゑ
・
荒
堀
り
き
・

清
水
小
萩
・
中
森
春
榮
・
髙
木

嘉
男
・
髙
田
マ
サ
・
釡

ト
ク
・

時
田
清
子
・
堀
口
せ
い
・
岡
ナ
ヲ
・

大
西
ト
シ
ヱ
・
永
谷
ス
ヱ
ノ
・

木
谷
作
造
・

藤
好
三
・
利
田

フ
ミ
・
上
林
熊
雄
・

山
美
智

子
・
田
村
末
野
・
山
岡
チ
ヱ
ノ
・

森
内
喜
郎
・
上
野
ノ
ブ
・

原

セ
イ
・
浮
氣
オ
ミ
ネ
・
岸
本
リ

エ
・
粟
津

・
奥
村

一
郎
・

永
田
シ
ゲ
ノ
・
谷
口
あ
い
・
奥

谷
ハ
ギ
ノ
・
伊
藤
き
く
枝
・
中

辻
キ
リ
エ
・
田
和
經
・
宇
田
幸
榮
・

奥
村
政
子
・
垣
内
タ
カ
・
垣
内

ふ
み
ゑ
・
稲
石
義
夫
・
村
上
隆

雄
・
田
村
キ
ヨ
・
川
ア
サ
ヱ
・

小
村
ミ
ツ
子
・

出
ぬ

・

永
ス
ギ
ヘ
・
奥
村
マ
サ
ノ
・
平

井
ヒ
サ
ヱ
・
南
出

志
・
奥
谷

邦

・
奥
谷
久
子
・
中
谷
林
三
・

下
岡
マ
サ
ノ

▽
議
会
議
員
＝
青
山
美
義
・
今

西
久
美
子
・
下
岡
貴
史
・
森
田

木
一

▽
教
育
長
＝
辻
井
和
文

▽
教
育
委
員
＝
上
辻
勝
美

▽
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
＝
上
辻
重
継
・
安
井
要

▽
公
平
委
員
会
委
員
＝
谷
川
利

明▽
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
＝
木

谷
助
次
郎

▽
人
権
擁
護
委
員
＝
潮
見
博
司

▽
民
生
委
員
・
児
童
委
員
＝
谷

口
八
重
子
・
安
井
正
美

▽
町
医
＝
有
田
裕
・
神
田
省
吾
・

廣
岡
康
博
・
山
口
勝
造

▽
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
運
営
協

議
会
委
員
＝
西
出
浩

▽
開
発
審
議
会
委
員
＝
藤
堂
昌

見▽
町
有
林
管
理
協
力
委
員
＝
新

弥
須
彦

▽
社
会
教
育
委
員
＝
今
西
峰
和

▽
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
運
営
委

員
会
企
画
調
整
部
会
委
員
＝
谷

▽
区
・
自
治
会
＝
中
森
幸
隆
・

上
田
明
男
・
梅
田
幸
一
・
大
谷

芳
亨
・
奥
村
友
章
・
谷
口
博
行
・

朝
山
良
一
・
中
井
忍
・
西
山
英

則
・
森
岡
秀
人
・
中
森
勝
・
光

島
武
志
・
光
島
治
雄
・
大
川
喜

久
子
・
垣
内
太
平
・
中
村
俊
機
・

福
田
良
三
・
矢
野
美
智
子
・
脇

守
サ
ヨ
子
・
阪
本
伊
三
雄
・
髙

木
光
邦
・
西
出
清
司
・
野
宮
修

次
・
前
田
久
夫
・
岡
田
弘
一
・

奥
水
一
義
・
水
島
和
江
・
奥
谷

茂
和
・
下
司
幸
信
・
西
谷
茂
・

下
岡
久
五
郎
・
永
田
利
久
・
前

田
竹
三
・
大
福
博
・
谷
口
稔
・

谷
村
稔
・
楳
木
健
二
・
上
辻
儀

一
・
廣
垣
眞
三

▽
商
工
会
＝
岸
野
貞
雄
・
三
木

定
久
・
光
島
善
正

▽
農
協
＝
馬
場
富
夫･

山
中
丈
嗣

▽
森
林
組
合
＝
藤
本
英
一

▽
消
防
団
＝
今
西
晋
作
・
大
江

雅
彦

▽
産
業
関
係
＝
宇
治
田
原
茶
業

青
年
会
・
宇
治
田
原
町
の
山
の

活
用
を
考
え
る
会
・
宇
治
田
原

手
揉
み
保
存
会
・
竹
正
貞
美
・

糠
塚
環
境
保
全
会

▽
教
育
関
係
＝
浅
田
晃
弘
・
潮

見
規
江
・
藤
井
譲
次

▽
保
健
・
福
祉
・
環
境
関
係
＝

臼
谷
吉
彦
・
岡
正
代
・
環
境
を

守
る
会
・
切
林
を
美
し
く
す
る

会
・
冨
田
徳
博

▽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
＝
宇
治

田
原
お
も
ち
ゃ
病
院
・
収
集
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア「
切
手
く
ん
の
会
」・

手
話
サ
ー
ク
ル
い
ち
ば
ん
星

▽
地
域
の
活
性
化
＝
大
西
保
夫
・

山
下
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
・

「
し
あ
わ
せ
の
家
」
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
Ｊ
Ａ
京
都
や
ま
し

ろ
宇
治
田
原
町
支
店
農
林
産
物

直
売
部
会
（
く
れ
ど
き
市
）・
湯

屋
谷
宗
円
さ
ん
の
里
づ
く
り
会

　

歴
代
町
議
会
議
長･

副
議
長

各
種
団
体
等
功
労
者

高
齢
者

篤
志
者

▽
議
長
＝
弦
川
孝
治

▽
副
議
長
＝
西
川
芳
次
・
西
谷

信
夫

　

永
年
勤
続
町
議
会
議
員
・

　

行
政
委
員
等

口
郁
男
・
光
島
荘
次

▽
体
育
指
導
委
員
＝
藤
本
英
樹
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ともに創るまちづくり推進協議会設立記念 協働サロン「宇治田原力で茶
ちゃ

茶
ちゃ

茶
ちゃ

」
　

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
　
　

い
よ
い
よ
実
践
の
と
き
で
す

　■問 企画・財政課
　　（☎88－6632）

　

住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
の
具
体
的
な
行
動

目
標
の
指
針
と
な
る
「
と
も
に

創
る
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」。

こ
の
計
画
の
推
進
母
体
で
あ
る

「
と
も
に
創
る
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
」（
＝
谷
口
知
弘
会

長
・
同
志
社
大
学
大
学
院
教
授
）

で
は
、
協
議
会
設
立
を
住
民
の

皆
さ
ん
に
ア
ピ
ー
ル
し
会
員
の

登
録
を
呼
び
か
け
よ
う
と
、
同

協
議
会
設
立
記
念
協
働
サ
ロ
ン

「
宇
治
田
原
力
で
茶
茶
茶
」
が

９
月
25
日
に
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

で
、
京
都
府
山
城
Ｎ
Ｐ
Ｏ
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
と
の

共
催
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
基
調
講
演
と

町
内
外
の
３
団
体
か
ら
の

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。「
地
域
力
を
高
め
る

こ
れ
か
ら
の
協
働
」
と
題

し
て
、
同
志
社
大
学
大
学

院
の
新
川
達
郎
教
授
は

「
行
政
主
導
の
ま
ち
づ
く

り
に
は
限
界
が
あ
る
。
住

民
が
主
役
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（
協
働
）
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
住
民
（
団
体
）、

地
域
団
体
、
事
業
者
、
行

政
が
、
そ
れ
ぞ
れ
で
は
解

決
で
き
な
い
課
題
を
、
協

力
連
携
し
て
取
り
組
む
こ

と
で
地
域
力
は
高
ま
る
」

と
基
調
講
演
。
町
内
で
先

進
的
な
活
動
を
し
て
い
る

震
災
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
子
育
て
サ
ー
ク
ル「
マ

マ
’S
ア
ク
シ
ョ
ン
！
」
の

柘
植
彩
さ
ん
は
、
実
体
験

を
交
え
「
で
き
る
こ
と
か

ともに創る
まちづくり
推進協議会
とは？　　

　

住
民
の
皆
さ
ん
が
主
体

と
な
っ
て
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
組
織

で
す
。
町
内
の
自
主
的
な

活
動
団
体･

個
人
、
区･

自

治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
な
ど
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
の
課
題
解

決
や
新
た
な
事
業
活
動
に

取
り
組
み
、
魅
力
と
個
性

に
溢
れ
た
宇
治
田
原
町
を

と
も
に
築
い
て
い
き
ま
す
。

協
議
会
で
取
り
組
む

主
な
事
業　　
　
　

◆
協
働
の
課
題
解
決
に
向

け
た
協
議
や
実
践

◆
井
戸
端
会
議
（
＝
意
見

交
換
会
）
の
開
催

◆
住
民
、
職
員
と
も
に
学

ぶ
場
の
開
設

◆
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
な

ど
に
よ
る
情
報
交
換
や

情
報
共
有

◆
機
関
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
る
情
報
発
信

自主的な
活動団体

ボランティア
団　　体

まちづく
り活動を
行う個人

町

区・自治会

大学の知

推進協議会

まちづくりに興味のある方なら、どなた
でも随時入会（退会）できます。

登 録方法 所定の登録用紙を役場企画･財政課あてに、郵送･持参･ FAX ･
Eメールで提出。町HPからもダウンロードできます。

Q ＆A
Ｑ　会員になると度々、会議や行事などに出席しなければならないのですか？
Ａ　ご自身の興味のある会議に参加いただければ結構です。あくまで自由参加
です。

Ｑ　会員になるとどんなメリットがあるのですか？
Ａ　メーリングリストなどで他の団体等との情報交換や情報共有ができ、ご自
身の活動の参考にしていただけます。また、まちづくり活動をする仲間の
輪が拡がります。

Ｑ　会員になるとどのようにまちづくりに参加できるのですか？
Ａ　ご自身が日ごろ思われているまちづくりの課題やアイディアを協議会に提
案することにより、その事項について協議をする場を持つことができます。

会員募集会員募集

お問合せはお近くのJA窓口又は渉外担当者へ

宇治田原町支店（0774）88－2034

い
つ
も

一
緒
に
ね
。

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％
扌
〔変動金利型〕

最大軽減金利

〔変動金利型〕標準金利

年　　　　　％

〔変動金利型〕

最大軽減金利

ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
」
と
訴

え
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
木
津
川

市
の「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
か
も
め（
加

茂
女
）」
や
宇
治
市
の
「
白
川

区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
に
よ

る
、
特
色
あ
る
取
組
の
発
表
も

行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞

き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
井
戸
端
談
義

「
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」
で
は
宇

治
田
原
町
の
お
茶
を
飲
み
な
が

ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲
気

の
中
で
「
地
域
資
源
を
活
用
し

た
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」や「
地

域
で
育
て
る
子
育
て
親
育
ち
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

協
議
会
で
は
、
会
員
の
登
録

を
広
く
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
な
お
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
会
員
募
集
や
協
議

会
の
動
き
を
掲
載
中
で
す
。

ともに創るまちづくり

推進協議会

▲

「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
住
民
」
と
講
演
す
る

　

新
川
教
授

▲活動状況や今後の展望について述べる
　「ママ’S アクション！」柘植さん

▲町内産のおいしいお茶を飲みながら意見交換する参加者
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平成23年度

９月
　補正予算

東
日
本
大
震
災
被
災
者
等
の
支
援

太
陽
光
発
電
設
備
の
整
備
な
ど
に

４
，７
１
０
万
６
千
円

　

平
成
23
年
度
の
一
般
会
計
な
ど
の
補
正
予
算
案
が
、
同
定
例
会
で
審
議
さ
れ
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
は
、
前
年
度
繰
越
金
の
確
定
や
住
民

の
安
心
・
安
全
の
確
保
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
の
施
策
な

ど
に
府
制
度
等
を
積
極
的
に
活
用
し
た
補
正
予
算
を
編
成
。
既
定
の
歳
入
歳
出
予

算
総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
，７
１
０
万
６
千
円
を
追
加
し
た
予
算
総
額
は

37
億
７
，１
７
６
万
９
千
円
。
補
正
計
上
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

こども未来基金・地域
子育て創生事業

575万5千円

　創意工夫を凝らしたさまざまな子育て支援の
取組を行うことにより、安心して子育てができ
る環境整備を図ります。

太陽光発電設備・エコ
ソーラーライト整備事業

1,510万円

　地球温暖化対策として、低炭素社会実現のた
め、総合文化センターに太陽光発電施設およ
びエコソーラーライトを整備します。

木造住宅耐震改修
事業

30万円

　木造住宅耐震改修を推進するため、耐震
改修に係る費用助成限度額を60万円から
90万円に拡充します。

がんばろう！日本「東北
農産物フェア」開催助成金

30万円

　東日本大震災被災者支援として、東北農産物
を10月16日（日）開催の「ふるさとまつり」
にて販売し、収益を義援金として被災地に寄付
するプロジェクトにかかる費用を助成します。

認定
されました

平成

22年度決算が

一般会計
　歳 入　40億8,321万7千円

　歳 出　39億4,683万1千円

　平成22年度の一般会計などの決
算がまとまり、平成23年第３回（９
月）町議会定例会で認定されました。
　一般会計の決算額は、歳入が40
億8,321万7千円で、前年度に比
べ1億7,814万7千円、4.2％の減
少となりました。これは、地方税や
普通交付税は増加しましたが、国の
定額給付金の終了や経済不況対策に
よる地域活性化交付金などの国庫支
出金の減少が主な要因です。
　歳出は39億4,683万1千円となり、
前年度に比べ2億187万8千円、4.9％
の減少となりました。これは、集団
茶園の大規模整備が終了したことな
どが主な要因です。
　歳入から歳出を差し引いた形式収
支では1億3,638万6千円、形式収
支から繰越財源の3,720万1千円を
差し引いた実質収支は9,918万5
千円の黒字決算となりました。

（平成22年度決算の詳しい内容に
ついては、本紙11月号でお知らせ
する予定です）

“
経
費
０ゼ

ロ

”で
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

「
い
き
い
き
宇
治
田
原
職
員
提
案
制
度
」
平
成
22
年
度
取
組
結
果

　
「
予
算
が
な
け
れ
ば
住
民
サ
ー

ビ
ス
が
で
き
な
い
と
い
う
前
例

踏
襲
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
変

え
て
い
き
た
い
」、
と
知
恵
を

出
し
合
い
、
創
意
工
夫
に
よ
る

「
い
き
い
き
宇
治
田
原
職
員
提

案
制
度
」
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
22
年
度
に
取
り
組
ん

だ
11
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

ま
ち
の
名
人
～
あ
ん
な
人
、

こ
ん
な
人
～
紹
介
事
業

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
け
る

知
識
や
技
能
を
有
す
る
住
民
を

広
報
紙
等
で
紹
介
。住
民
グ
ル
ー

プ
等
へ
ま
ち
の
名
人
を
派
遣
。

〈
名
人
登
録
者
数
９
分
野
22
人
、

名
人
利
用
者
数
14
名
60
回
〉

ギ
ャ
ラ
リ
ー
バ
ス
運
行
事
業

　

福
祉
バ
ス
「
な
ご
み
号
」
車
内

に
町
内
在
住
の
就
学
前
児
童
の

絵
画
を
展
示
し
「
ギ
ャ
ラ
リ
ー

バ
ス
」と
し
て
運
行
。〈
４
作
品
〉

「
町
独
自
事
業
」
専
用
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ラ
ッ
ク
配
置
事
業

　

町
が
作
成
し
た
観
光
Ｐ
Ｒ
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
や
各
種
制
度
を
紹

介
し
た
資
料
を
配
架
す
る
ま
ち

の
情
報
発
信
ラ
ッ
ク
を
設
置
。

〈
設
置
場
所　

役
場
庁
舎
１
階
、

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
ロ
ビ
ー
〉

～
高
め
よ
う
！
政
治
や
選
挙
へ
の

関
心
～ 

新
成
人
、模
擬
投
票
事
業

　

政
治
や
選
挙
へ
の
関
心
を
高

め
、
各
種
選
挙
で
の
投
票
率
向

上
の
た
め
、
成
人
式
で
新
成
人

が
模
擬
投
票
を
体
験
。〈
投
票

者
数
73
人
、
投
票
率
72
・
28
％
〉

～
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
ボ
ー
ル

ペ
ン
～
事
務
用
品
リ
ユ
ー
ス
事
業

　

経
費
削
減
の
た
め
、
職
員
が

保
有
し
て
い
る
事
務
用
品
等
を

職
員
間
で
リ
ユ
ー
ス
。

「
野
生
動
物
と
の
共
生
」
み
ん
な

で
ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
事
業

　

親
子
づ
れ
ら
が
、
末
山
・
く

つ
わ
池
自
然
公
園
内
で
ど
ん
ぐ

り
拾
い
、
苗
木
づ
く
り
な
ど
を

体
験
。〈
参
加
者
40
名
〉

安
心
・
安
全
な
地
域
づ
く
り

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

　

町
職
員
が
分
担
し
て
町
内
全

域
の
生
活
空
間
（
道
路
、
通
学

路
等
）
を
点
検
。
町
内
公
共
施

イ
ベ
ン
ト
時
「
ま
ち
か
ど

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
」
提
供
事
業

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催

の
事
業
で
、
人
同
士
が
ふ
れ
あ

え
る
交
流
の
場
の
提
供
と
、
施

設
の
有
効
活
用
を
推
進
。

ふ
れ
あ
い
芸
術
・
交
流
ひ
ろ
ば

提
供
事
業

　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
町

内
で
「
も
の
づ
く
り
」
等
に
携

わ
る
方
々
の
作
品
展
や
ロ
ビ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
芸
術
活

動
の
振
興
と
や
す
ら
ぎ
の
場
を

提
供
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
再
生
茶
園
事
業

　

町
職
員
有
志
と
住
民
が
共
同

で
町
内
放
置
茶
園
の
再
生
を
目

指
し
て
活
動
。〈
参
加
者
25
名
〉

証
明
発
行
・
申
請
代
行
事
業

『
届
ケ
ー
ル
』

　

町
が
発
行
す
る
証
明
書
の
一

部
を
、
町
職
員
が
高
齢
者
や
障

が
い
者
等
の
外
出
が
困
難
な
方

の
申
請
手
続
き
を
お
手
伝
い
。

〈
利
用
件
数
18
件
〉

■問
企
画
・
財
政
課
（
☎
８
８-

６

６
３
２
）

設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
状
況
を

記
し
た
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
」を
作
成
し
町
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
。

■問 企画･財政課（☎88－6632）
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あなたとともにまちづくり

■問＝問合せ先／■申＝申込先

　食 改の窓　食を通じた健康管理

材　料

蒸しパン粉……300g
薄力粉……200g
山芋の粉……大さじ１
ベーキングパウダー……大さじ１
牛乳……250㏄
砂糖……大さじ１／２
あんこ……800g
さるとりいばらの葉……40枚

作り方

１ 蒸しパン粉、薄力粉、山芋の粉、
ベーキングパウダー、砂糖を合わ
せて牛乳を加えながら耳たぶ位に
こねる。

２ あんこを１つ40ｇの大きさに丸
めておく。①の生地も１つ40ｇに
とり丸くのばしあんこを入れて丸
く包む。上下にいばらの葉で包む。

３ 蒸し器の蒸気が上がってから15分
蒸す。（葉の色が変わると蒸し上
がっています）

 第３班（荒木）
光島　明美さん

サルトリイバラはユリ科で、
つるにとげがあり、サルが
ひっかかるという。別名ボタ
モチイバラまたはジャケツイ
バラ。山に捨てられた病人がこ
の根を食べ健全な身体になっ
て山から帰ったという伝説か
ら、サンキライ（山帰来）ともいう。

（１人分） エネルギー 200kcal　蛋白質 4.6ｇ　脂質 1.1ｇ　カルシウム 40mg　塩分 0.3ｇ

今月の食改さん

No.127　さんきりいばらだんご サルトリイバラの葉を探しに高尾に
出かけてみてはいかがでしょうか

規　　格　１枠「Ｂ３サイズ（縦 364 mm × 515 mm）」
料　　金　１枠につき月額 500 円（１ヶ月単位）
募集枠数　１　枠
募集期間　10月３日（月）～25日（火）
掲載決定　複数の申込みがあった場合は抽選により決定 車内広告枠

■問 企画・財政課
　（☎88－6632）

　

全
国
一
斉
の
行
政
相
談
週
間

（
10
月
17
日
～
23
日
）
と
、
法

の
日
週
間（
10
月
１
日
～
７
日
）

の
取
組
行
事
と
し
て
、
今
月
は

行
政
相
談
委
員
と
人
権
擁
護
委

員
に
加
え
、
民
生
児
童
委
員
協

議
会
会
長
に
よ
る
合
同
行
政
・

人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
17
日
（
月
）
午
後

１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
所　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

行
政
相
談
委
員

　

谷
川　

利
明
さ
ん

人
権
擁
護
委
員

　

奥
村　

満
子
さ
ん

　

潮
見　

博
司
さ
ん

　

谷
川　

利
明
さ
ん　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
会
長

　

藤
堂　

昌
見
さ
ん

行
政
相
談
…
総
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
行
政
相
談
委
員
が
、

国
等
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
苦
情
、
仕
組
み
や
手
続
き
に

関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

人
権
相
談
…
法
務
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
が
、

生
活
の
中
で
人
権
が
侵
害
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る

と
き
な
ど
に
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■問
戸
籍
・
保
険
課
（
☎
８
８-

６

６
３
４
）

　

10月
～
対
象
年
齢
拡
大

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成

　

受
給
者
証
の
更
新

　

手
続
は
お
済
み
で
す
か
？

　

10
月
１
日
の
診
療
分
か
ら
、

子
育
て
支
援
医
療
費
助
成
の
対

象
年
齢
を
中
学
校
修
了
ま
で
拡

大
し
ま
し
た
。

　

対
象
者
に
は
案
内
を
郵
送
し

て
お
り
ま
す
。
ま
だ
更
新
の
手

続
き
が
お
済
み
で
な
い
方
は
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
以
前
に
お
持
ち
の
受

給
者
証
は
10
月
１
日
以
降
使
え

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
新
し
い
受

給
者
証
の
交
付
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

■問
福
祉
課（
☎
８
８-

６
６
３
５
） 　

日
頃
は
児
童
生
徒
の
登
下
校

時
に
見
守
り
活
動
い
た
だ
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
内
各
小
学
校
で
は
、
気
象

警
報
発
表
時
の
児
童
の
登
下
校

や
学
校
行
事
な
ど
の
情
報
を
、

メ
ー
ル
配
信
で
提
供
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
各
小
学
校
ま
た
は
教
育

委
員
会
に
備
え
付
け
の
登
録
手

続
き
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
各
小
学
校
へ
提
出
願
い
ま

す
。

　

な
お
、メ
ー
ル
配
信
に
あ
た
っ

て
は
、
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
登
録
名

簿
へ
の
登
録
の
有
無
を
確
認
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■問
田
原
小
学
校
（
☎
８
８-

２

１
４
９
）
／
宇
治
田
原
小
学
校

（
☎
８
８-

２
２
１
４
）
／
教

育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８
８-

５
８
５
０
）

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　
　
　
　

合
同
行
政
・
人
権
相
談
所
開
設

　

見
守
り
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
の
皆
さ
ん
へ

　
登
録
制
で
気
象
警
報
情
報
な
ど
メ
ー
ル
配
信
し
ま
す

　中山間ふるさと・水と土保全事業推進委員会では、住民
の皆さんにコスモスなどを自由に摘み取り鑑賞してもらお
うと、休耕田を活用し植栽する事業に取り組んでいます。
　このたび、花を摘み取れる場所を書いた「花づくりＭＡＰ」
を作成しました。役場、総合文化センター、宇治茶の郷などに
備え付けていますので、看板が設置してある所定の場所で、
花摘みをお楽しみください。

コスモスなどご自由にお摘みください

■問産業振興課（☎88－6638）

花づくりMAP
　　　　　　　作成

社 協
　通 信

バザー物品提供に
ご協力を!

　＂社協・福祉バザー＂の季節が近づいてきました。
　今年も商工祭で開催します!!
　ただ今、各区を通じて物品収集をお願いしています
ので、一品でも多くのご提供をお待ちしています。

日時　11月３日（木･祝）　午後１時30分～３時30分頃
場所　維孝館中学校体育館

ご提供いただきたい物
・日用品、台所用品、繊維製品（いずれも新品）
・食料品（賞味期限内）
・農作物（日持ちする穀類など）

協力　町内各区

＊収益金は町社協が取り組む「地域福祉・ボランティ
　ア事業の推進」に役立てさせていただきます。

■問社会福祉協議会（☎88－3294・FAX88－4094）

　18歳未満の子どもさんのいる
ご家庭には、プレミアムカードを
役場福祉課へお申し出ください。

　地域のみなさんといっ
しょに、この町の人々を
応援します。

宇治田原町商業振興協同組合

毎週日曜日に新聞折込してます
快適住まいのリフォーム

パナソニックのリファインショップ

介護保険対象工事・太陽光発電・オー
ル電化・バリアフリー改修・省エネ
改修・耐震改修・火災報知機承ります。
ネットで検索
リファイン京田辺

京田辺
リファイン

京田辺市三山木西荒木６　お問合せ
通話料無料　0120（806）200へ

通院困難な方の『ご自宅』や『介護施設』まで
伺います。まずはお電話ください。

（休診）土：日：祝　　城陽市枇杷庄島の宮36－8

訪問歯科診療 のおしらせ

田坂歯科医院　TEL 0774－54－0281

※申込書は企画・
　財政課に備付け

福祉バス〈なごみ号〉
有料広告募集
福祉バス〈なごみ号〉
有料広告募集
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楽
し
く
家
族
で
ECO

　
　

第
24
回
環
境
ま
つ
り

日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時（
雨
天
中
止
）

※
開
催
有
無
の
判
断
が
難
し
い

場
合
は
、
電
話
か
城
南
衛
生
管

理
組
合
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.
jyonaneikan.jp

）
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

場
所　

洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
運

動
広
場
ほ
か

イ
ベ
ン
ト
内
容

●
リ
ユ
ー
ス
家
具
や
再
生
自
転

車
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

●
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
３
０

０
店
）

●
衣
服
の
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室

（
要
予
約
）

●
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
教
室
（
要

予
約
）

●
自
転
車
タ
ク
シ
ー

●
人
力
車

●
新
鮮
野
菜
の
朝
市

●
下
水
道
ま
つ
り

●
う
ま
い
も
の
横
丁　

ほ
か

※
会
場
へ
は
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の

た
め
、
無
料
バ
ス
の
ご
利
用

か
、
自
家
用
車
の
場
合
は
乗

り
合
わ
せ
て
ご
来
場
く
だ
さ

い
。バ ス 乗 り 場

発　　　車　　　時　　　刻
会 場 行 き

シャトルバス（無料バス）時刻表

帰 　 　 　 り
８：45 10：30 14：10 16：30維中前バス停（ロータリー）
８：50 10：35 14：05 16：25郷 之 口 バ ス 停
８：55 10：40 14：00 16：20銘 城 台 バ ス 停
９：48 11：33 12：55 15：15イ ベ ン ト 会 場

※雨天中止の場合、シャトルバスは運行しません。

■問
環
境
ま
つ
り
事
務
局
（
城
南

衛
生
管
理
組
合
広
報
情
報
課
内

☎
０
７
５-

６
３
１-

０
８
２
５
） 　

皆
さ
ん
か
ら
町
政
に
対
す
る

ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
少

し
で
も
行
政
運
営
に
反
映
さ
せ

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

い
た
だ
き
ま
し
た
ご
意
見
の

中
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
意
見

　

近
年
、
住
民
の
美
化
意
識
も

向
上
し
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が

各
々
美
化
活
動
を
さ
れ
て
い
ま

す
が
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

国
道
沿
い
の
商
店
主
や
工
業
団

地
の
会
社
従
業
員
も
含
め
て
、

自
由
に
大
勢
が
参
加
で
き
る
ク

リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
年
２

～
３
回
程
度
行
っ
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

　

ま
た
、
国
道
３
０
７
号
の
町

内
区
間
は
、
ご
み
投
棄
を
す
れ

ば
罰
金
制
と
す
る
よ
う
な
「
国

道
３
０
７
号
美
化
条
例
」
を
設

け
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
か
。

お
答
え

　

ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に

つ
い
て
は
、「
和
い
輪
い
ま
ち

づ
く
り
宇
治
田
原
町
推
進
協
議

会
」事
業
の
一
環
と
し
て
毎
年
、

春
と
秋
の
２
回
、
各
地
区
毎
に

住
民
の
皆
さ
ん
や
事
業
所
等
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
得
る
中
で

町
内
全
域
で
実
施
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
や
各
種
団
体
に
お
い
て
も
、

町
内
各
所
で
清
掃
活
動
を
実
施

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
美
化
条
例
に
関
し
て

は
、
平
成
19
年
４
月
に
『
宇
治

田
原
町
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

条
例
』
を
制
定
し
、
ご
み
の
ポ

イ
捨
て
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
放
置

等
に
対
し
て
、
指
導
・
勧
告
し

原
状
回
復
を
求
め
、
そ
れ
に
従

わ
な
か
っ
た
者
に
は
過
料
処
分

に
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
ま
ち
を
き
れ
い
に

す
る
推
進
員
（
８
月
31
日
現
在

１
１
２
名
の
方
が
登
録
）
を
設

置
し
、
条
例
が
目
指
す
き
れ
い

な
ま
ち
づ
く
り
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
住
民
皆
さ
ん
の

自
主
的
な
参
加
に
よ
る
「
環
境

美
化
運
動
」
の
輪
が
さ
ら
に
広

ま
り
ま
す
よ
う
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

ご
意
見

　

自
転
車
の
乗
車
に
対
す
る
指

導
を
願
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
、
自
転
車
が
歩
道
を
猛

ス
ピ
ー
ド
で
通
過
す
る
ケ
ー
ス

が
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
こ

れ
ま
で
、大
き
な
事
故
に
は
な
っ

お
答
え

　

自
転
車
の
交
通
マ
ナ
ー
に
つ

い
て
は
、
各
小
・
中
学
校
に
お

い
て
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、

児
童
・
生
徒
に
対
す
る
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
自

転
車
利
用
者
の
交
通
マ
ナ
ー
ア
ッ

プ
を
呼
び
か
け
る
啓
発
の
ぼ
り

旗
の
掲
出
や
広
報
を
通
じ
た
啓

発
、
ま
た
春
・
秋
の
交
通
安
全

運
動
等
の
実
施
な
ど
、
田
辺
警

察
署
交
通
課
と
の
連
携
の
も
と
、

自
転
車
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上

に
向
け
た
取
組
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
い
た
だ
き
ま
し
た

ご
意
見
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今

後
の
町
政
運
営
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　京都府立心身障害者福祉センター

附属リハビリテーション病院
●膝、股関節の変形や関節リウマチなどの痛み

で、仕事や日常生活に支障をきたしておられ
る方は、ぜひ、ご来院ください。

●脳梗塞、脳出血後のリハビリや児童、思春期
の発達障害などでお悩みの方は、ご相談くだ
さい。

京都府城陽市中芦原　☎0774－54－1400

　京都府立心身障害者福祉センター

附属リハビリテーション病院
　診療科　整形外科・リハビリテーション科
　　　　　神経内科・精 神 科・歯　科

診療受付時間　8：30 ～ 11：00

て
い
な
い
た
め
問
題
に
な
り
ま

せ
ん
が
、
非
常
に
危
険
だ
と
思

い
ま
す
。

　

中
学
生
や
工
業
団
地
で
働
か

れ
て
い
る
方
も
自
転
車
を
利
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
交
通
安
全
員

の
配
置
な
ど
、
何
ら
か
の
対
策

を
願
い
ま
す
。

ご
意
見
箱
コ
ー
ナ
ー

ご
意
見
箱
コ
ー
ナ
ー

　町では、台風12号に係る被災地や被災者への支援
を行う町内のボランティアグループや区・自治会など
の活動を、地域活性化活動助成金により支援すること
としました。

対 象 者　①区・自治会②主に住民で組織される団体等
対象事業　①被災地での支援活動
　　　　　（例）ボランティア保険・軍手等の消耗品等
　　　　　②被災地向け生活支援物資の受付
　　　　　（例）物資の郵送料・仕分け用段ボール等
　　　　　　　　の消耗品等
助成金の額　対象事業費の１／２以内で次の額を上限
　　　　　 ▽区・自治会＝100万円
　　　　　 ▽主に住民で組織される団体等＝50万円
申請方法　申請書に必要書類を添付し、役場企画･財政
　　　　　課へ提出
　　　　※申請書は企画・財政課に備付け。町ホーム
　　　　　ページからダウンロード可
申請期限　10月14日（金）
備　　考
　府が実施する地域力再生プロジェクト支援事業交付
金についても、「台風第12号被災地支援活動」メニュー
が追加。町地域活性化活動助成金との併用可
■問地域活性化活動助成金について…企画･財政課（☎
88－6632）／地域力再生プロジェクト支援事業交付
金について…府山城広域振興局企画振興室（☎21－
2049）

　風雨災害としては平成に入って最大規模の被害をも
たらした台風12号。被災者の援助と一刻も早い復興の
ため支援募金を受け付けています。

募金箱設置場所
役場・総合文化センター・社会福祉協議会・中央公民館・
JA京都やましろ宇治田原町支店

　復興を引き続き支援していこうと募金の受付を平成
24年３月末まで延長します。

募金箱設置場所
役場・総合文化センター・社会福祉協議会・中央公民館・
林業センター・宇治田原消防分署

支援募金受付口座
京都銀行宇治田原支店普通口座　３４１３８７４
「日本赤十字社京都府支部・山城地区・宇治田原分区
宇治田原町会計管理者」

地域活性化活動助成金の助成対象に
「台風第12号被災地支援活動」を追加

台風12号被災者支援募金
10月末まで受付

東日本大震災被災者支援募金
３月末まで受付延長

■問企画・財政課（☎88－6632）

■問総務課（☎88－6631）

■問福祉課（☎88－6635）
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子育て通信
■問地域子育て支援センター（☎８８－６６２２・FAX８８－３１０４）

　親子で一緒にあそんだり、育児の情報交換のできる場として「地域子育て支援セ
ンター」を開設しています。いつでも気軽にお越しください。子育てに関する相談
も受け付けています。（平日／午前９時30分～午後４時）

＝10月の地域子育て支援センター事業＝
日 月 火 水 木 金 土

日　　付

事 業 名

時　　間
場　　所

内　　容

１

７ ８６５４３２

14 15131211

21 222019181716

23 24 25 26

10９

27 28

▲

子育てサークル活動日
　たんぽっぽサークル
　19日（水）ハロウィン大会
　ぱぺっぽサークル
　17日（月）
　（いずれも子育て支援センターで）

　対 象 者
 ・まいまい赤ちゃんネンネ広場
　妊婦さんから７ヶ月くらいまでの親子
 ・まいまい赤ちゃんヨチヨチ広場
　８ヶ月から１才半くらいまでの親子

 ・まいまいあそびの広場
　１才半から就学までの親子
 ・まいまいおでかけ広場
　妊婦さんから就学までの親子及び
　子育て支援に関心のある方

「みんなの家」開放日
毎週水･金曜日　10：00～16：00
子どもと遊んだりおしゃべりに
利用しましょう！

29

保育所ホール
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

園庭開放

10：00～11：30
町立保育所

雨天中止

元気はつらつ！ 若返り塾〔10月分〕

保健師です
■問保健センター（☎88－6636）

こんにちは

■問・■申 山城北保健所（☎21－2911）／京都府骨髄データセンター（☎075－531－3711）

保育所ホール
10：00～11：30

まいまい
あそびの広場

手作り玩具つくり

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ネンネ広場

保育所運動会

８：45～正午
住民体育館
乳幼児の飛入り
参加可　　　　

野菜を多く食べてがんを予防しましょう！

折り紙遊び

郷之口会館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

10月生まれお誕生会

まるやま交流館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

親子体操と
リラクゼーション

人形劇

時　　　　間地　区　場　所 開　催　日

午前10時～正午

午後２時～４時

岩 山 会 館

荒 木（やすらぎ荘）

午前10時～正午湯 屋 谷 会 館

午後２時～４時南 公 民 館

銘 城 台 自 治 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時郷 之 口 会 館

緑 苑 坂 自 治 会 館 午前10時～正午

午前10時～正午立 川 公 民 館

禅 定 寺 会 館 午前10時～正午

午後２時～４時奥 山 田 会 館

高 尾 公 民 館 午後２時～４時

６・27日（木）

17日（月）

７日（金）、24日（月）

27日（木）

14日（金）

７日（金）

20日（木）

13日（木）

６・20日（木）

14日（金）

13日（木）

子育てのヒント

ママさんコミュニティーカフェ　参加者募集

　ときには、子どもさんを預けて、ゆっくりお茶
を飲みながらお話しませんか。リフレッシュしな
がらママの悩みをみんなで共有しましょう。

カフェでは…
①子育て中の親が悩みや関心事を話し合い、自分

にあった子育ての方法を学んだり
②子どものほめ方、叱り方、伸ばし方を学んだり
③様々な遊びの方法を学んだりして自分自身に

自信が持てるようになりますよ。
　お歌を歌ったり、小物を作ったりもします。

対　　象　乳幼児の保護者で原則７回参加できる方
　　　　　先着12名まで。保育ルームあり
日　　時　11月２日～12月22日の
　　　　　毎週水曜日 10：30 ～正午
申込期間　10月３日（月）～11日（火）
　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）

▲

臨床心理士による
　子育て相談（要予約）
　18日（火）10：00～正午
　子育て支援センター

粘土遊び

南公民館
10：00～正午

まいまい
おでかけ広場

　血液難病を治すための移植には、患者さんと骨髄等の提供者（ドナー）
の白血球の型が一致しなければなりません。そのうえその確率は、兄弟姉
妹間で４分の１、非血縁者間ではわずか数百から数万分の１。
　１人でも多くの患者さんに１日も早くドナーが見つかるよう、骨髄バン
クへのご登録に協力ください。
ドナー登録できる方
・骨髄提供の内容を十分に理解している方
・18～54歳で健康な方
・体重が男性 45㎏以上／女性 40㎏以上の方
ドナー登録の方法
①骨髄バンクのパンフレット「チャンス」（請求可）を入手し、内容を理解
②電話で検査日時を予約
③検査場所へ。説明後、採血（約２ml）。登録時間は約15分

１人でも多くの登録を　－10月骨髄バンク推進月間－

　　今月の保健･予防案内
ＢＣＧ予防接種　14日（金）　〈受付〉午後１時15分～２時
マタニティ教室（新生児･育児編）○予 　18日（火）　午後１時15分～3時30分
三歳児健康診査　21日（金）　〈受付〉午後１時～１時30分
一般･乳幼児健康相談○予 　11日（火）、25日（火）　〈受付〉午前９時～午後４時

場所 いずれも保健センター　○予 ＝要予約

　がんは、「遺伝子の要素」と「生活習慣・環境的要因」によって発生します。
　特に「生活習慣や環境的要因」による影響が大きく、日々の生活では、喫煙
などによって発生率が上がり、逆に野菜などに含まれているビタミン類の摂取
などで発生を抑制すると言われています。
　どのような生活習慣や環境によって、がんが発生しやすくなるかというと…

・喫煙・食事（塩分･脂肪･アルコールのとりすぎ、野菜･果物をとらない等）・
紫外線・感染症（Ｃ型肝炎ウイルスによる肝がん、ヒトパピロマウイルス
による子宮頸がんなど）・化学物質　　など

　特に、「喫煙」と「食生活」の割合が高く、がんの発生原因の60％以上を占
めるといわれています。
　日頃から規則正しい生活習慣と、そして年１回の検診で、がんを予防しましょう！

＜ミニ知識＞「野菜・果物とがん」
　新鮮な野菜・果物の摂取は、胃がん、食道がんのリスクが低くなると報告さ
れています。野菜・果物の中のビタミンＣやカルテノイドが効果的に働いてい
ると考えられています。

消防署より乳幼児
に多い事故、病気
と救急時の対応に
ついての講義あり
ます。

30 31

ふれあい遊び
紙遊び

子育て支援センター
10：00～11：15

まいまい
ヨチヨチ広場

体育の日

ぱふぱふさん
による人形劇
です。
（保育所と合同
　開催）

松本先生によ
る体操です。
動きやすい服
装で。

人工呼吸、心臓マッ
サージ、AED使用法

みんなの家
10：00～正午

救急法
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日　月　火　水　木　金　土
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今
月
の

■問＝問合せ先／■申＝申込先

見る

知る

参加
する

23
30

24
31

生
活
・
相
談

身
体
障
が
い
者
相
談
日

日
時　
〈
整
形
外
科
〉
10
月
５
・

12･

19･

26
日
（
水
）
午
後
２
時

～
４
時
（
要
予
約
）

場
所　

府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン

タ
ー
城
陽
相
談
室
（
城
陽
市
中

芦
原
）

内
容　

身
体
に
障
が
い
の
あ
る

方
に
対
す
る
相
談
（
補
装
具
相

談
、リ
ハ
ビ
リ
に
関
す
る
相
談
、

施
設
利
用
相
談
な
ど
）

■問
・
■申
福
祉
課
（
☎
８
８-

６

６
３
５
・
FAX
８
８-

３
２
３
１
）

山
城
北
保
健
所
難
病
相
談

（
膠
原
病
）

日
時　

10
月
26
日
（
水
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分

場
所　

山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室対
象
者　

膠
原
病
お
よ
び
そ
の

疑
い
が
あ
る
方
や
そ
の
家
族

膠
原
病
…
免
疫
の
異
常
な
ど
で

皮
膚
、
関
節
、
筋
肉
、
血
管
な

ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気
。
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
慢

性
関
節
リ
ウ
マ
チ
、
強
皮
症
、

多
発
性
筋
炎
な
ど

内
容　

専
門
医
に
よ
る
個
別
相

談
と
指
導
・
助
言

担
当
医
師　

京
都
第
一
赤
十
字

病
院
糖
尿
病
・
内
分
泌
・
リ
ウ

マ
チ
科
部
長 
福
田
亙
さ
ん

定
員　

６
名
（
10
月
３
日
か
ら

申
込
受
付
）

■問
・
■申
山
城
北
保
健
所
綴
喜
分

室
（
☎
６
３-

５
７
４
５
）

　

こ
ち
ら

　

消
費
生
活

相
談
窓
口

「
販
売
目
的
を
隠
し
た　

　
　
　
　
　

訪
問
販
売
」

　

高
齢
者
に
防
犯
警
報
機
を
高

値
で
売
り
つ
け
る
訪
問
販
売
業

者
が
、
平
成
23
年
２
月
11
日
か

ら
の
１
年
間
、
業
務
停
止
命
令

の
行
政
処
分
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
業
者
に
よ
る
被
害
は
府
内

で
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

業
者
の
手
口
は
高
齢
者
宅
に

「
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
来
ま
し

た
」
な
ど
と
い
っ
て
訪
問
し
、

家
に
上
が
り
こ
ん
で
勝
手
に
防

犯
警
報
機
を
設
置
し
て
高
額
な

契
約
を
さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　
「
特
定
商
取
引
に
関
す
る
法
律

（
特
商
法
）」
で
は
、
訪
問
販
売

や
勧
誘
販
売
の
場
合
に
は
勧
誘

の
目
的
や
販
売
す
る
商
品
な
ど

を
、
勧
誘
に
先
立
っ
て
明
示
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
商

品
や
役
務
の
価
格
な
ど
を
記
載

し
た
書
面
を
交
付
す
る
こ
と
、

不
実
告
知
や
再
勧
誘
の
禁
止
な

ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

販
売
目
的
を
隠
し
て
近
づ
く

業
者
に
は
注
意
し
、
家
の
中
に

入
れ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

万
一
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販

売
で
契
約
し
た
場
合
は
一
定
期

間
内
な
ら
無
条
件
で
解
除
す
る

こ
と
が
可
能
で
す
（
ク
ー
リ
ン

グ
オ
フ
）。
ク
レ
ジ
ッ
ト
で
の

契
約
の
場
合
は
、
同
時
に
信
販

会
社
に
も
通
知
し
て
契
約
を
解

除
し
ま
す
。

　

し
つ
こ
い
勧
誘
は
毅
然
と
断

り
、
判
断
に
迷
う
場
合
は
そ
の

場
で
契
約
せ
ず
、
周
囲
の
人
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

10
月
の
消
費
生
活
相
談
日

11
・
25
日
（
火
）
午
前
10
時
～

正
午
、
午
後
１
時
～
４
時

相
談
方
法　

役
場
２
階
第
２
会

議
室
へ
来
庁
ま
た
は
電
話
（
☎

８
８-

６
６
１
６
〈
当
日
用
〉）

10
月
の
多
重
債
務
法
律
相
談

●
城
陽
市
福
祉
セ
ン
タ
ー　

７･

21
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

●
京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

12･

26
日
（
水
）
午
後
４
時
～
７
時

●
木
津
川
市
役
所
北
別
館

14･

28
日
（
金
）
午
後
４
時
～
７
時

●
八
幡
市
生
活
情
報
セ
ン
タ
ー

４･

25
日
（
火
）
午
後
１
時
～
４
時

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
☎
０

５
７
０-

０
６
４-

３
７
０
）

■問
山
城
広
域
振
興
局
消
費
生
活

相
談
窓
口
（
☎
２
１-

２
４
２

６
）
／
産
業
振
興
課
（
☎
８
８-

６
６
３
８
）

　

モ
ニ
タ
ー
コ
ラ
ム

「
宇
治
田
原
の
里
の
秋
」

　
　
　

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
岩
山
）

　
　
　

阪　

本　

伊
三
雄
さ
ん

　

10
月
と
も
な
れ
ば
、
私
は
、

い
つ
も
落
ち
着
き
が
な
く
な
る
。

お
に
ぎ
り
を
３
つ
に
、
缶
ビ
ー

ル
を
２
本
ば
か
り
リ
ュ
ッ
ク

サ
ッ
ク
に
詰
め
て
、
ふ
っ
と
町

内
の
里
山
へ
出
か
け
る
。

　

刈
田
の
上
を
、
ア
キ
ア
カ
ネ

や
ヤ
マ
キ
チ
ョ
ウ
が
飛
び
ま
わ

り
、
渓
流
の
傍
に
ツ
リ
フ
ネ
ソ

ウ
が
咲
い
て
い
る
。
コ
ウ
ヤ
ボ

ウ
キ
が
山
の
裾
に
咲
き
、
セ
ン

ブ
リ
が
秋
の
陽
を
浴
び
て
い

る
。
ヒ
ヨ
ド
リ
バ
ナ
の
蜜
に
、

ア
サ
ギ
マ
ダ
ラ
が
ゆ
っ
た
り
と

羽
を
広
げ
て
、
旅
の
遠
出
の
準

備
を
し
て
い
る
。
ス
ズ
メ
ガ
が

ス
ト
ロ
ー
の
よ
う
な
長
い
吻ふ

ん

を

の
ば
し
、
ホ
バ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
野
菊
の
花
に
恋
を
語
っ
て
い

る
。

　

ツ
マ
グ
ロ
ヒ
ョ
ウ
モ
ン
は
、

ア
ザ
ミ
の
花
が
好
き
で
あ
る
。

10
月
は
12
日
が
満
月
。
野
に
出

て
秋
の
集す

だ

く
虫
た
ち
の
音
に
耳

を
傾
け
る
の
も
い
い
で
し
ょ
う
。

　

李
白
の
漢
詩
を
朗
々
と
歌
う

の
も
い
い
。金き

ん

木も
く

犀せ
い

の
香
り
が
、

心
を
豊
か
に
し
て
く
れ
る
。
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応募最多6,463句の中から　

文部科学大臣賞に清水茶子さんら３名
　　　　　　　　　　　　　　　（宇治田原小）

　

過
去
最
多
と
な
る
全
国
47
都

道
府
県
及
び
海
外
か
ら
２
，８

０
８
人
・
６
，４
６
３
句
も
の

作
品
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し

た
。
審
査
会
（
委
員
長
＝
母
利

司
朗
京
都
府
立
大
学
文
学
部
教

授
ほ
か
４
名
）
と
永
谷
宗
圓
翁

顕
彰
会
（
＝
安
井
徳
昭
会
長
）

の
厳
正
な
審
査
に
よ
り
、
各
部

門
の
入
賞
作
品
７
句
が
選
ば
れ

ま
し
た
。
各
入
賞
者
は
次
の
と

お
り
。（
敬
称
略
）

〔
一
般
の
部
〕

●
文
部
科
学
大
臣
賞
「
月
光
や 

し
ん
と
茶
の
花 

咲
く
田
原
」

奥
山
功
（
三
重
県
津
市
）

●
国
文
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

「
茶
の
花
や
村
は
静
か
に
老
い

て
を
り
」
三
ツ
山
シ
ゲ
子
（
福

井
県
鯖
江
市
）
●
知
事
賞
「
茶

畑
や
か
く
れ
ん
ぼ
う
の
遠
き
夏
」

木
瀬
洋
（
京
都
市
）
●
国
文
祭

府
実
行
委
員
会
会
長
賞
「
茶
道

部
に
男
子
ふ
た
り
や
山
笑
ふ
」

浦
上
昭
一（
神
奈
川
県
秦
野
市
）

●
町
長
賞
「
翠す

い

巒ら
ん

の
裾
を
ま
ろ

め
て
茶
山
な
る
」
鹿
子
生
憲
二

（
福
岡
県
大
牟
田
市
）
●
国
文

祭
町
実
行
委
員
会
会
長
賞
「
縁

に
居
て
茶
碗
の
夏
を
飲
み
干
し

ぬ
」
浅
野
亨
（
三
重
県
名
張
市
）

●
永
谷
宗
圓
翁
顕
彰
会
会
長
賞

「
耳
遠
き
母
と
語
れ
る
新
茶
か

な
」
堀
江
和
子
（
栃
木
県
茂
木

町
）

〔
中
学
・
高
校
生
の
部
〕

●
文
部
科
学
大
臣
賞
「
夏
の
昼 

机
に
残
る 

お
茶
の
あ
と
」
西

川
紗
生
（
京
都
市
・
嵯
峨
野
高

２
年
）

●
国
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
会

長
賞
「
新
茶
飲
み
数
式
の
森
へ

ま
た
戻
る
」
副
島
仁
志
（
長
崎

県
諫
早
市
・
諫
早
農
業
高
１
年
）

●
知
事
賞
「
キ
ン
キ
ン
の
冷
茶

で
難
問
解
き
進
む
」
濵
口
拓
也

（
長
崎
県
諫
早
市
・
諫
早
農
業

高
１
年
）
●
国
文
祭
府
実
行
委

員
会
会
長
賞
「
茶
畑
の
緑
を
縫

い
行
く
白
き
蝶
」副
島
翔
太（
長

崎
県
諫
早
市
・
諫
早
農
業
高
１

年
）
●
町
長
賞
「
悲
し
み
を
人

よ
り
お
茶
に
こ
ぼ
し
け
り
」
木

塚
誉
貴
（
京
都
市
・
嵯
峨
野
高

２
年
）
●
国
文
祭
町
実
行
委
員

会
会
長
賞
「
茶
渋
の
手
た
た
い

て
客
呼
ぶ
茶
市
か
な
」
斎
藤
亮

佑
（
長
崎
県
諫
早
市
・
諫
早
農

業
高
１
年
）
●
永
谷
宗
圓
翁
顕

彰
会
会
長
賞
「
新
茶
入
れ
家
族

で
夕
餉
囲
み
け
り
」
佐
川
怜
香

（
京
都
市
・
洛
北
高
校
附
属
中

２
年
）

〔
小
学
生
の
部
〕

●
文
部
科
学
大
臣
賞
「
雨
の
後 

新
芽
に
映
る 

青
い
空
」　

清
水

茶
子
（
宇
治
田
原
小
６
年
）

●
国
文
祭
実
行
委
員
会
会
長
賞

「
お
ち
ゃ
の
は
に
夕
立
の
し
ず

く
ひ
か
っ
て
る
」白
川
紗
希（
京

田
辺
市
・
松
井
ヶ
丘
小
５
年
）

●
知
事
賞
「
お
茶
の
味
ひ
ん
や

り
口
に
の
こ
っ
て
る
」
桐
谷
彰

人
（
京
田
辺
市
・
松
井
ヶ
丘
小

５
年
）
●
国
文
祭
府
実
行
委
員

会
会
長
賞
「
お
茶
の
色
え
の
ぐ

じ
ゃ
か
け
な
い
色
が
あ
る
」
松

浦
佳
香
（
京
田
辺
市
・
松
井
ヶ

丘
小
５
年
）
●
町
長
賞
「
朝
つ

ゆ
が
お
茶
の
葉
っ
ぱ
を
ゆ
ら
し

て
る
」
徳
田
百
音
（
宇
治
田
原

小
５
年
）
●
国
文
祭
町
実
行
委

員
会
会
長
賞
「
お
茶
の
色
き
み

ど
り
み
ど
り
ふ
か
み
ど
り
」
福

永
隼
（
福
知
山
市
・
佐
賀
小
５

年
）
●
永
谷
宗
圓
翁
顕
彰
会
会

長
賞
「
茶
畑
の
み
ど
り
か
が
や

く
な
つ
び
か
り
」辻
彩
結
美（
田

原
小
５
年
）

■問
教
育
委
員
会
教
育
課
（
☎
８

８-

５
８
５
０
）

　

月
光
や

し
ん
と
茶
の
花

咲
く
田
原

　
　
　
　

奥
田　
　

功
さ
ん
（
一
般
の
部
・
三
重
県
津
市
）

　

夏
の
昼

机
に
残
る

お
茶
の
あ
と

　
　
　
　

西
川　

紗
生
さ
ん
（
中
高
生
の
部
・
京
都
市
・
嵯
峨
野
高
２
年
）

　

雨
の
後

新
芽
に
映
る

青
い
空

　
　
　
　

清
水　

茶
子
さ
ん
（
小
学
生
の
部
・
宇
治
田
原
小
６
年
）
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10月の図書館

休館日　毎週火曜日
　10日（月）体育の日
　27日（木）館内整理日
　30日（日）国民文化祭の
　　　　　　ため臨時休館
おはなし会
　①８日（土） 11：00～

募　

集

お
知
ら
せ

ゼ
ロ
予
算
事
業　
　
　
　
　
　

「
ど
ん
ぐ
り
の
森
づ
く
り
」

参
加
者
募
集

日
時　

10
月
23
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
正
午

集
合　

く
つ
わ
池
自
然
公
園
駐

車
場

講
師　

阪
本
伊
三
雄
さ
ん
（
町

環
境
生
物
研
究
会
会
長
）

対
象　

園
児･

小
学
生
～
大
人（
小

学
２
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

内
容　

ど
ん
ぐ
り
拾
い
や
苗
木

の
育
て
方
の
学
習

持
ち
物　

小
型
ス
コ
ッ
プ
、
軍

手
、
水
筒
、
帽
子
な
ど

申
込
期
限　

10
月
21
日
（
金
）

備
考　

こ
れ
ま
で
に
参
加
さ
れ

た
方
で
ど
ん
ぐ
り
の
苗
木
が
育
っ

て
い
る
方
は
、
植
え
替
え
を
し

ま
す
の
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

甲
種
防
火
管
理
者
資
格

取
得
講
習
会
受
講
者
募
集

日
時　

11
月
24
日
（
木
）・
25

日
（
金
）
全
２
日
間　

午
前
９

時
～
午
後
４
時

場
所　

八
幡
市
消
防
本
部
４
階

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
消
防
・
防
災
セ

ン
タ
ー

対
象　

消
防
法
第
８
条
の
規
定

に
よ
る
甲
種
防
火
管
理
者
の
資

格
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
方
で
、

八
幡
市
・
京
田
辺
市
・
井
手
町
・

宇
治
田
原
町
の
在
住
・
在
勤
者

定
員　

80
名

申
込
期
間　

10
月
24
日
（
月
）

～
28
日
（
金
）
午
後
４
時

申
込
み　

申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
提
出
。
申
込
書

は
宇
治
田
原
分
署
、
京
田
辺
市

消
防
本
部
に
備
付
け
。
京
田
辺

市
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

受
講
料　

無
料
。
た
だ
し
テ
キ

ス
ト
代
（
４
，６
５
０
円
）
が

受
講
日
に
必
要

主
催　

京
田
辺
市
消
防
本
部
、

八
幡
市
消
防
本
部

■問
・
■申
宇
治
田
原
分
署
（
☎
８

８-

５
５
０
０
）
／
京
田
辺
市

消
防
本
部
予
防
課
（
☎
６
３-

７
８
２
６
）

公
共
下
水
道
の
使
用
人
数

変
更
あ
れ
ば
届
出
を　

　

公
共
下
水
道
の
使
用
者
は
、

使
用
人
数
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
上
水
道
以
外
の
井
戸

水
な
ど
で
下
水
道
を
使
わ
れ
て

い
る
方
は
、
下
水
道
料
金
が
使

用
人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

■問
上
下
水
道
課
（
☎
８
８-

３
３

３
７
）

あ
な
た
の
住
ま
い
は

安
全
で
す
か
？　
　

木
造
住
宅
の
耐
震

診
断
士
派
遣
事
業

　

地
震
に
よ
る
木
造
住
宅
の
倒

壊
防
止
な
ど
を
目
的
に
、
対
象

と
な
る
木
造
住
宅
に
専
門
家
を

派
遣
し
、
次
の
事
業
に
要
す
る

費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

事
業
の
内
容　

▼
現
地
に
て
調

査
、
診
断
▼
診
断
結
果
の
説
明

▼
耐
震
改
修
に
関
す
る
提
案
や

助
言
▼
概
算
工
事
費
の
提
示
▼

耐
震
改
修
補
助
制
度
や
耐
震
改

修
促
進
税
制
の
説
明

助
成
の
対
象　

次
の
い
ず
れ
に

も
該
当
す
る
木
造
住
宅
を
所
有

ま
た
は
居
住
者
（
賃
借
人
は
所

有
者
の
承
諾
必
要
）

●「
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の

耐
震
診
断
」
の
結
果
、
評
点

が
９
点
以
下
〔
希
望
者
は
、

ま
ず
ご
自
身
で
㈶
日
本
建
築

防
災
協
会
発
行
の
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
誰
で
も
で
き
る
わ

が
家
の
耐
震
診
断
」（
建
設
・

環
境
課
窓
口
に
備
付
け
。
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

可
）
に
よ
り
簡
易
診
断
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
〕

●
２
分
の
１
以
上
が
住
宅
の
用

に
供
さ
れ
て
い
る
住
宅
（
た

だ
し
、
特
殊
な
工
法
、
型
式

適
合
認
定
に
よ
る
プ
レ
ハ
ブ

工
法
等
の
住
宅
は
対
象
外
）

助
成
額

■
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
、
現
に
完
成
し
て

い
る
木
造
住
宅

　

診
断
費
用
５
１
，０
０
０
円

の
う
ち
４
８
，０
０
０
円
を
助

成
（
自
己
負
担
３
，０
０
０
円
）

■
右
記
以
外
の
木
造
住
宅

　

診
断
費
用
５
１
，０
０
０
円

の
う
ち
１
２
，０
０
０
円
を
助
成

（
自
己
負
担
３
９
，０
０
０
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
「
誰
で
も

で
き
る
わ
が
家
の
耐
震
診
断
」

の
診
断
結
果
、
対
象
物
の
面
積

や
構
造
、
用
途
等
の
確
認
で
き

る
書
類
（
例
…
住
宅
の
登
記
簿

謄
本
や
建
築
確
認
通
知
書
）
を

添
付
し
提
出

申
込
期
限　

12
月
28
日
（
水
）

助
成
額
が
拡
充　
　
　
　

木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
事
業

　

地
震
時
に
被
害
が
大
き
く
な

る
と
予
測
さ
れ
る
木
造
住
宅
の

耐
震
改
修
費
用
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

助
成
の
対
象　

町
税
の
滞
納
が

な
く
、
次
の
い
ず
れ
に
も
該
当

す
る
木
造
住
宅
の
所
有
ま
た
は

居
住
者
（
賃
借
人
は
所
有
者
の

承
諾
必
要
）

●
す
で
に
町
の
木
造
住
宅
耐
震

診
断
を
受
け
て
い
る
こ
と

●
町
の
助
成
を
受
け
た
木
造
住

宅
耐
震
診
断
の
結
果
、
評
点

（
※
１
）
が
１･

０
未
満
で
あ

り
、
改
修
を
行
う
こ
と
に
よ

り
評
点
を
０･

７
以
上
に
向

上
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

※
１
…「
誰
で
も
で
き
る
わ
が

家
の
耐
震
診
断
」
の
評
点
と

は
異
な
る

●
都
市
計
画
区
域
内
（
※
２
）
に

あ
る
木
造
住
宅
に
つ
い
て
は
、

昭
和
63
年
９
月
26
日
ま
で
に

着
工
さ
れ
、
現
に
完
成
し
て

い
る
こ
と

※
２
…
お
お
む
ね
宇
治
田
原
町

内
の
奥
山
田
を
除
く
区
域

●
建
築
士
が
耐
震
改
修
設
計
お

よ
び
工
事
監
理
を
行
う
こ
と

助
成
額

■
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に

着
工
さ
れ
た
住
宅
拡
充

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の

３
／
４
（
限
度
額
90
万
円
）

※
拡
充
前
は
１
／
２
（
限
度
額

60
万
円
）

■
昭
和
56
年
６
月
１
日
以
降
に

着
工
さ
れ
た
住
宅

　

耐
震
改
修
に
要
し
た
費
用
の

１
／
12
（
限
度
額
10
万
円
）

申
込
み　

申
請
書
に
次
の
書
類

を
添
付
し
提
出

●
添
付
書
類　

▼
耐
震
改
修
工

事
見
積
書
▼
耐
震
改
修
設
計
見

積
書
▼
耐
震
診
断
結
果
報
告
書

(

写
し)

▼
耐
震
補
強
計
画
書

①
位
置
図
・
平
面
図
②
補
強
計

画
図
・
そ
の
他
補
強
方
法
を
示

す
図
書
③
耐
震
改
修
後
の
建
物

に
つ
い
て
の
総
合
判
定
▼
町
税

の
完
納
証
明
書

申
込
期
限　

12
月
28
日
（
水
）

■問
建
設･

環
境
課
（
☎
８
８-

６

６
３
９
）

労
働
ト
ラ
ブ
ル
処
理
制
度

　

３
人
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
が

　
　
　

あ
な
た
を
サ
ポ
ー
ト
!

丁
寧
な
話
し
合
い
で
円
満
解
決

　

解
雇
、
雇
い
止
め
な
ど
、
労

働
者
個
人
と
事
業
主
の
間
の
ト

ラ
ブ
ル
を
公
平
・
中
立
の
あ
っ

せ
ん
員
が
話
し
合
い
で
円
満
に

解
決
し
ま
す
。

　

手
続
き
は
簡
単
、
迅
速
、
無

料
、
秘
密
厳
守
で
、
約
７
割
が

解
決
し
ま
す
。
労
使
ど
ち
ら
か

ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
京
都
府
労
働
委
員
会
（
☎
０

７
５-

４
１
４-

５
７
３
３
）

や
ま
し
ろ
農
産
物
直
売
所

フ
ェ
ア

　

身
近
に
あ
る
新
鮮
な
地
元
産

農
産
物
を
広
く
知
っ
て
も
ら
お

う
と
、
山
城
地
域
の
直
売
所
と

連
携
し
て
、
や
ま
し
ろ
農
産
物

直
売
所
フ
ェ
ア
が
開
催
。
10
月

22
日（
土
）か
ら
11
月
27
日（
日
）

ま
で
、
各
直
売
所
で
は
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
や
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

が
行
わ
れ
ま
す
。
各
直
売
所
に

あ
る
ス
タ
ン
プ
を
４
個
集
め
た

方
に
は
、
抽
選
で
特
産
品
や
加

工
食
品
等
が
当
た
り
ま
す
。

■問
山
城
広
域
振
興
局
企
画
調
整

室
（
☎
２
１-

３
２
２
９
）

子
ど
も
読
書
絵
て
が
み

コ
ン
テ
ス
ト
入
選
作
品
展
示

　

今
年
で
10
回
目
を
迎
え
た

「
子
ど
も
読
書
絵
て
が
み
コ
ン

テ
ス
ト
」（
府
教
育
委
員
会
・

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会

主
催
）
の
入
選
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
本
町
か
ら
応
募
さ
れ
た

児
童
の
入
選
作
も
あ
り
ま
す
の

で
、ぜ
ひ
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
19
日
（
水
）
～
26

日
（
水
）

場
所　

町
立
図
書
館

■問
町
立
図
書
館
（
☎
８
８-

５

８
５
２
）

　

町
制
施
行
55
周
年
記
念
事
業

ふ
る
さ
と
を
も
っ
と
知
ろ
う　
　
　

宇
治
田
原
も
の
し
り
検
定

　

宇
治
田
原
の
地
域
や
地
域

資
源
を
通
じ
て
、
地
域
へ
の

愛
着
や
誇
り
を
再
認
識
し
て

も
ら
お
う
と
、
町
の
歴
史
や

文
化
、
自
然
、
観
光
、
産
業

な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
検
定

試
験
を
行
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
宇
治
田
原
を
も
っ

と
知
る
た
め
に
挑
戦
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

試
験
日
時　

11
月
27
日
（
日
）

午
前
10
時
15
分
～
11
時
30
分

（
試
験
時
間
60
分
）

受
験
料　

無
料

試
験
会
場　

総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
（
予
定
）

受
験
資
格　

宇
治
田
原
町
に
愛
着･

関
心
の
あ
る
方
（
学
歴
、年
齢
、

国
籍
等
の
制
限
な
し
）

受
験
受
付　

10
月
３
日
（
月
）
～

11
月
16
日
（
水
）

申
込
方
法　

実
施
要
項
に
添
付

の
申
込
書
兼
受
験
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
次
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
。
①
郵
送
②
Ｆ

Ａ
Ｘ
③
Ｅ
メ
ー
ル
④
直
接
持
参

実
施
要
項　

公
式
問
題
集
の
備

付
け
場
所　

役
場
、
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

町
立
保
育
所
（
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
）、
中
央
公
民

館
、
や
す
ら
ぎ
荘
、
商
工
セ

ン
タ
ー
。
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可

そ
の
他　

出
題
数
は
１
０
０

問
（「
も
の
し
り
検
定
公
式

問
題
集
」
か
ら
出
題
）、
80
％

以
上
の
正
解
で
合
格
。
合
格

者
に
は
「
も
の
し
り
検
定
合

格
証
」
を
交
付

※
詳
細
は
「
も
の
し
り
検
定

実
施
要
項
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■問
・
■申
宇
治
田
原
も
の
し
り

検
定
実
行
委
員
会
事
務
局

（
企
画
・
財
政
課
内
☎
８
８-

６
６
３
２
・
FAX
８
８-

３
２

３
１
・
〒
６
１
０-

０
２
８

９
荒
木
西
出
10
・
Ｅ
メ
ー
ル

kikakuseisaku@
tow

n.
ujitaw

ara.kyoto.jp

）

受験者募集



対
象　

創
業
・
独
立
開
業
を
検

討
中
の
方
や
開
業
間
も
な
い
方
、

事
業
を
後
継
予
定
者
な
ど

日
程　

10
月
23
日
（
日
）
～
11
月

27
日
（
日
）
の
う
ち
の
６
日
間

場
所　

京
田
辺
市
商
工
会
館

定
員　

20
名

費
用　

１
万
円

講
師　

ア
ク
セ
ル
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
㈱
代
表
取
締
役 

岡
原
慶

高
さ
ん
（
中
小
企
業
診
断
士
）

ほ
か

■問
・
■申
山
城
区
域
商
工
会
広
域

連
携
協
議
会（
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
内
☎
６
８-

１
１

２
０
）
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大
き
な
銀
杏
の
木

モ
ニ
タ
ー
通
信

広
報
モ
ニ
タ
ー
（
禅
定
寺
）　

倉　

谷　

貴
久
子 

さ
ん　

　

国
道
３
０
７
号
沿
い
の
、
田

原
交
番
の
横
に
立
つ
、
ひ
と
き

わ
大
き
な
銀
杏
の
木
。

　

多
分
ご
存
知
の
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
。
町
内
に
は
、
も
ち

ろ
ん
こ
の
他
に
も
り
っ
ぱ
な
銀

杏
の
木
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す

が
、
私
は
こ
の
銀
杏
の
木
が
大

好
き
で
す
。

　

真
っ
す
ぐ
空
に
向
か
い
、
凛

と
し
た
姿
に
、
ど
れ
だ
け
た
く

さ
ん
励
ま
さ
れ
て
き
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て

は
青
葉
に
元
気
が
あ
り
、
い
き

い
き
と
し
て
い
ま
す
が
、
や
は

り
全
身
を
黄
色
に
染
め
る
時
期

の
美
し
さ
は
、ま
た
格
別
で
す
。

（
落
葉
を
近
所
の
方
が
、
お
掃

除
さ
れ
て
い
る
姿
を
、
お
見
か

け
し
ま
す
。感
謝
し
て
い
ま
す
。）

「
こ
の
銀
杏
の
木
が
黄
色
く
な

る
頃
に
は
…
。」
と
１
年
の
流

れ
を
、
こ
の
木
の
姿
で
よ
く
例

え
た
も
の
で
す
。
例
え
温
暖
化

が
進
も
う
と
、
ち
ゃ
ん
と
季
節

を
私
達
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

先
日
の
台
風
12
号
の
風
で
、
た

く
さ
ん
枝
が
折
れ
て
し
ま
い
、

心
配
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
け

な
げ
に
し
っ
か
り
と
立
ち
続
け

る
大
木
の
姿
に
、
胸
を
打
た
れ

ま
し
た
。
今
年
は
、
３
月
の
東

日
本
大
震
災
、
先
月
の
台
風
12

号
と
、
自
然
の
脅
威
を
、
大
き

な
被
害
、
た
く
さ
ん
の
方
々
の

犠
牲
の
も
と
に
見
せ
つ
け
ら
れ

た
年
で
し
た
。
自
然
の
前
で
は

人
間
の
力
は
小
さ
い
も
の
で
す
。

で
も
一
方
で
私
達
は
、
自
然
に

教
え
ら
れ
助
け
ら
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と

を
、
学
ん
だ
年
で
は
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
か
。

　

人
は
１
人
で
は
生
き
て
い
け

ま
せ
ん
。
お
互
い
助
け
合
い
、

ま
た
、
教
え
ら
れ
、
支
え
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

　

禅
定
寺
に
は
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
が
あ
り
ま
す
。
支
え
合
い
な

が
ら
、ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。

自
然
に
教
え
ら
れ
た
こ
と
を
胸

に
刻
ん
で
、
活
動
を
た
く
さ
ん

の
方
々
の
力
で
こ
れ
か
ら
も
続

け
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
大
き
な
銀
杏
の
木
の

よ
う
に
、
真
っ
す
ぐ
に
。

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

京
都
や
ま
し
ろ
創
業
塾

町
制
施
行
55
周
年
記
念　
　
　

第
13
回
お
茶
の
里
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

期
日　

12
月
４
日（
日
）
雨
天

決
行

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
）

コ
ー
ス

・
健
脚
コ
ー
ス
（
８･

８
㌔
）

・
軽
快
コ
ー
ス
（
４･

６
㌔
）

・
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス(

２
㌔)

参
加
料　

▼
一
般
＝
１
，５
０
０

円
▼
小
・
中
学
生
＝
１
，０
０

０
円
▼
親
子
…
２
，０
０
０
円

申
込
期
間　

10
月
12
日
（
水
）
～

11
月
７
日（
月
）〔
火
曜
日
除
く
〕

■問
・
■申
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民

体
育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

町
制
施
行
55
周
年
記
念　　
　

第
45
回
町
民
体
育
大
会

　
「
体
力
づ
く
り
・
走
ろ
う
・

飛
ぼ
う
・
ワ
イ
ワ
イ
と
！
」
を

テ
ー
マ
に
開
催
し
ま
す
。
記
念

大
会
と
し
て
新
し
い
種
目
も
実

施
。
当
日
受
付
の
オ
ー
プ
ン
種

目
や
、
う
ぐ
い
す
幼
稚
園
児
に

よ
る
演
技
（
晴
天
時
の
み
）
な

ど
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
～

場
所　

住
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
雨

天
時
は
住
民
体
育
館
）

■問
体
育
協
会
事
務
局
（
住
民
体

育
館
内
☎
８
８-

４
５
６
７
）

省
エ
ネ
で
お
い
し
く
食
べ
る

調
理
術
を
学
び
ま
せ
ん
か　

　

少
な
い
火
と
水
、
短
時
間
で
出

来
上
が
り
。
洗
い
物
や
片
付
け
も

簡
単
。
そ
ん
な
省
エ
ネ
ク
ッ
キ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

11
月
４
日
（
金
）
午
前

10
時
～
午
後
１
時

場
所　

維
孝
館
中
学
校
調
理
室

講
師　

ま
ち
の
名
人 

上
辻
容

子
さ
ん
（
岩
山
）

対
象　

小
学
生
20
名
（
親
子
の

参
加
も
可
）

申
込
期
限　

10
月
28
日
（
金
）

材
料
費　

２
０
０
円

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

水
筒

■問
・
■申
教
育
委
員
会
教
育
課（
☎

８
８-

５
８
５
０
）

難
聴
乳
幼
児
の
た
め
の　
　
　

親
子
手
話
教
室
・
公
開
講
座

日
時　

10
月
22
日
（
土
）
午
後

１
時
～
３
時
30
分（
参
加
無
料
）

会
場　

京
田
辺
市
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー

内
容　

①
親
子
手
話
教
室
②
講

演
「
ど
ん
な 

お
と
な
に 

な
る

ん
だ
ろ
う

－
乳
幼
児
期
に
お
け

る
親
子
関
係
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
か
ら

－

」（
講
師
…
神

戸
大
学
発
達
科
学
部
教
授　

河

﨑
佳
子
さ
ん
）

対
象　

耳
が
聞
こ
え
な
い
、
聞

こ
え
に
く
い
乳
幼
児
に
関
わ
る

方
や
関
心
の
あ
る
方

申
込
み　

氏
名
・
住
所
・
連
絡

先
・
保
育
の
有
無
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
郵
送

申
込
締
切　

10
月
16
日
（
日
）

■問
・
■申
南
部
難
聴
幼
児
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
（
山
城
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
「
さ
ん
さ
ん
山

城
」
内 

〒
６
１
０-

０
３
３
２

京
田
辺
市
興
戸
小
モ
詰
18
・
☎

３
９-

７
１
１
３
・
FAX
６
５-

４
１
０
２
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

９
月
16
日
、
京
都
府
民
総
合
交
流
プ
ラ
ザ
（
京
都
テ
ル
サ
）

で
第
60
回
京
都
府
社
会
福
祉
大
会
が
開
催
。
社
会
福
祉
に
尽
力

さ
れ
た
団
体
・
個
人
に
、
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

京
都
府
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

　

〔
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者
〕

　
　
　
　

お
も
ち
ゃ
病
院
（
代
表
＝
西
尾
喜
博
さ
ん
）

　

〔
社
会
福
祉
事
業
特
別
功
労
者
〕

　
　
　
　

矢　

野　

幸　

次
さ
ん

　
　
　
　

塩　

見　

智　

歳
さ
ん

■問
福
祉
課
（
☎
８
８-

６
６
３
５
）

鑑賞無料

◆ アンサンブル・サビーナ　弦楽アンサンブル
◆ 内田奈織（ハープ）・小濱明人（尺八）のデュオ
◆ 茂山狂言「柿山伏・仏師」
　　狂言師：網谷正美・橋本昇・明星神次・戸田健太郎
◆ 野　点（文化協会加盟　煎茶道サークル山茶花会）
■問総合文化センター（☎88－5851）

　作品展示や舞台発表、コンサートなど日頃の学びの成果を発表
する場として開催します。今年は10月30日に開催される「国民
文化祭・京都2011」を盛り上げる文化祭として取り組みます。

■問教育委員会教育課（☎88－5850）

　22日土
◆ お 茶 席（文化協会加盟　黎

れい

明
めい

会
かい

［裏千家］）
　午前11時～午後２時　和室「宗円庵」
◆ 舞台発表　午後１時～　　さざんかホール

　23日日
◆ コンサート　午後１時～　　さざんかホール

　21日金～ 23日日
◆ 作品展示　午前10時～午後６時（23日は午後４時30分まで）
　３階研修室、２階ギャラリー
◆ 宇治田原の風景写真展　◆ 文化祭ポスター応募作品展
◆ そ の 他（人権啓発パネル展、第５回永谷宗圓「茶」俳句賞入賞作品展など）
　午前10時～午後６時（23日は午後４時30分まで）　　２階ロビー
主催　教育委員会・文化協会

三ノ宮コンサート　和みの夕べ

　－町制施行55周年記念－

生涯学習フェスティバル 文化祭2011
～秋の空 文化を未来に 語り継ぐ～

10／８日土
　（小雨決行）
　午後５時～　野点
　午後６時　開演
　立川・三宮神社境内

10／21日金
　　～23日日
　総合文化センター
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対　　象　乳幼児
必要事項　写真を貼付のうえ、メール本文に

子どもの氏名（ふりがな）と年齢
（○歳○ヵ月）とメッセージ（25
文字以内）

備　　考　紙面の都合上、掲載できない場合
がありますのでご了承ください。

送 信 先　info@town.ujitawara.kyoto.jp
　　　　　（総務課広報アドレス）

□携帯カメラでハイチ～ズ
テ ー マ　自由（公序良俗に反しないもの）
必要事項　写真を貼付のうえ、簡単な説明文
　　　　　　（25文字以内）と住所･氏名を明記

　

町
制
施
行
55
周
年

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。

　

今
か
ら
58
年
前
。
夕
方
か
ら

降
り
始
め
た
雨
は
、
夜
に
な
っ

て
ま
す
ま
す
激
し
く
な
り
、
夜

半
の
12
時
頃
に
は
、
雷
鳴
と
と

も
に
人
の
声
を
か
き
消
す
ほ
ど

も
の
す
ご
い
豪
雨
と
な
り
ま
し

た
。
死
者
・
行
方
不
明
者
26
名
、

全
半
壊
住
宅
１
７
４
戸
、
床
上

床
下
浸
水
住
宅
１
，２
２
６
戸
。

昭
和
28
年
８
月
14
日
か
ら
15
日

に
か
け
て
の
集
中
豪
雨
で
大
災

害
と
な
っ
た
南
山
城
水
害
で
す
。

　

そ
れ
か
ら
３
年
後
。
田
原
村

と
宇
治
田
原
村
は
険
し
い
復
旧

の
道
の
り
を
乗
り
越
え
て
、
大

同
団
結
し
て
宇
治
田
原
町
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

本
年
、
宇
治
田
原
町
は
昭
和
31

年
９
月
30
日
に
２
カ
村
合
併
、
町

制
施
行
55
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

合
併
当
時
約
８
，３
０
０
人

あ
っ
た
人
口
は
、
昭
和
45
年
に

は
７
，０
０
０
人
を
切
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
町
で
は
、
国
の

過
疎
地
域
の
指
定
を
受
け
て
有

利
な
補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し

て
、
上
水
道
施
設
の
整
備
、
小

中
学
校
な
ど
の
教
育
施
設
整
備
、

福
祉
医
療
制
度
の
充
実
、
基
幹

産
業
の
茶
業
を
中
心
と
し
た
農

林
業
の
基
盤
整
備
な
ど
を
進
め

る
と
と
も
に
、
府
道
枚
方
水
口

線
の
国
道
昇
格
と
国
道
３
０
７

号
郷
之
口
バ
イ
パ
ス
建
設
や
府

道
整
備
、
治
山
・
治
水
施
設
の

整
備
促
進
な
ど
が
大
幅
に
進
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
に
お
い
て
も
生
活
基

盤
整
備
、
安
心･

安
全
対
策
、
福

祉･

教
育
文
化･

環
境
施
策
な
ど

が
拡
充
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、

私
は
、今
日
の
宇
治
田
原
町
の
発

展
の
礎
は
、
２
カ
村
合
併
と
過
疎

時
代
の
10
年
間
の
諸
先
輩
の
ご

苦
労
に
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
制
施
行
55
周
年
に
あ
た
り
、

先
輩
諸
兄
に
感
謝
し
な
が
ら
、

未
来
に
向
か
っ
て
ゴ
ー
ゴ
ー
と

い
う
気
持
ち
で
努
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
皆
さ
ん

お
体
に
ご
自
愛
く
だ
さ
い
。
ご

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
宇
治
田
原
町
長

　
　
　
　
　

 

奥
田　

光
治
）

　
　

茶
文
化
体
感

　

宇
治
田
原
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

日
時　

10
月
16
日
（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

会
場　

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容

▼
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

▼
町
茶
品
評
会
褒
賞
授
与
式

▼
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

▼
お
茶
名
人
の
銘
茶
コ
ー
ナ
ー

▼
ふ
る
さ
と
市
場

▼
茶
ッ
ピ
ー
登
場

▼
体
験
コ
ー
ナ
ー

▼
臨
時
町
長
室　

ほ
か

◎
同
会
場
で
は
「
東
北
農
産

物
フ
ェ
ア
」
も
開
催
し
、
大
震

災
の
被
災
地
を
応
援
し
ま
す
。

※
同
日
開
催
「
町
民
茶
香
服

大
会
」
午
後
４
時
～
Ｊ
Ａ

京
都
や
ま
し
ろ
宇
治
田
原

町
支
店
で

■問
・
■申
宇
治
田
原
ふ
る
さ
と

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
町
商

工
会
内
☎
８
８-

４
１
８
０
）

天
高
く
威
勢
轟
く

天
高
く
威
勢
轟
く

田
原
祭

田
原
祭

こころを整える～文化発
ほっ

心
しん

第26回国民文化祭･京都2011
10月30日㈰
宇治田原町総合文化センター
さざんかホール

■問教育委員会教育課（☎88－5850）

　文化活動の成果を全国規模で
発表・競演、交流を行う最大の
文化の祭典・国民文化祭がいよ
いよ開幕します。
　本町主催事業として、『永谷宗
圓「茶」俳句賞』と『室内楽フェ
スティバル』を開催。10/30㈰
は、みんなで国民文化祭へ！皆
さんも参加して「文化」を再発
見してみましょう。

永谷宗圓「茶」俳句賞　10:00～正午
　秋の空 文化を未来に 語り継ぐ ～日本緑茶発祥のまち･宇治田原～
　■表彰式　　■記念講演
　■講　評　　　演　題：「お茶と俳句」
　　　　　　　　　講　師：坪内　稔典氏（俳人・佛教大学教授）

正岡子規研究の第一人者で京都新聞ジュニアタイムズ連載中
の「ねんてん先生の５７５」などを担当。

室内楽フェスティバル（ハープ）　13:30～16:00
　ひびきあう 音と心のハーモニー ～お茶の香りとハープの音色～
　■第１部　出演団体（者）
　　●佐々木あかね（秋田県秋田市）●松井夕佳（滋賀県守山市）●大山恵（京都市）
　　●村上幸子（京都市）●アンサンブル・カノン（兵庫県西宮市 ほか）
　　●ドリアンズ（兵庫県西宮市 ほか）●Ｂｅ－ｗｉｔｈ（兵庫県西宮市 ほか）
　■第２部　女声合唱団　コール・エミュ（宇治田原町）
　■第３部　特別ゲスト（ハープ奏者）：内田奈織・野田千晶
　■第４部　ワークショップ（ハープ説明・体験）
　■第５部　フィナーレ（出演者全員ステージ「会場の人とみんなで歌おう」）

ハープデュオやグランドハープ５台、アイリッシュハープ３台等が
女声合唱団と共演する華やかなフィナーレをお楽しみください。見どころ!

（126）茶
さ

論
ろ ん

谷口大
ひろと

翔ちゃん〈1才〉

１歳のお誕生日おめでとう !
ステキな１年になりますように…

（父・母より）

吉本温
はる

音
と

ちゃん〈4ヵ月〉

☆☆みんな大好き☆☆
元気に育ってね！

（パパ、ママ、お兄ちゃんより）

信濃宏
こう

祐
すけ

ちゃん〈1才〉

☆１歳おめでとう☆
元気に大きくなあれ！
(^-^)

（お父さん・お母さんより）

▲

煎
茶
席
で
一
服
す
る
来
場
者
（
昨
年
）

●神幸祭
　10月６日（木）
●還幸祭
　10月９日（日）

●神幸祭
　10月６日（木）
●還幸祭
　10月９日（日）

　

取
材
先
で
の
茶
業
関
係
の
方

か
ら
の
お
話
。
興
味
深
く
聞
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
数
十
年
前
の
機
械
が
な
い

こ
ろ
の
茶
摘
み
は
、
若
い
茶
摘

み
娘
数
十
人
が
泊
ま
り
込
ん
で

摘
ん
で
い
た
。
今
の
よ
う
に

１
町
（
約
１
万
㎡
）、
２
町
も

茶
畑
を
持
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な

ん
て
な
か
っ
た
。
不
思
議
な
こ

と
に
、
お
茶
が
今
と
比
べ
て
も

の
す
ご
く
高
価
で
取
引
さ
れ
て

い
た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
摘

み
賃
を
払
っ
て
も
、
そ
れ
で
も

食
っ
て
い
け
た
ん
や
。
え
え
時

代
や
っ
た
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｋ
）


